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〈巻頭言〉化学工学の視点に基づく持続可能な森林資源の活用について 
 （ダイセル）北川友紀

〈特集〉森と生きる化学工学
森林循環経済 （プラチナ構想ネットワーク）平石和昭
産学共同研究によるバイオマスプロダクトツリー構想の具現化について 
 （ダイセル）橋爪知弘・（京都大学）渡辺隆司・中村正治・片平正人・上高原浩・藤田健一・近藤敬子・峰尾恵人
炭素資源を再生・蓄積する社会における森林と森林資源転換技術の役割 （九州大学）林潤一郎
里山薪炭林の熱源としての利用実践と電極材料の開発 （東北大学／（株）百）中安祐太
セルロース系バインダーを用いるオールバイオマス押出成形 （三重大学）野中 寛
改質リグニンの製造と高機能材料としてのポテンシャル （森林研究・整備機構）山田竜彦
木質バイオマスを活用したバイオリファイナリーの取り組み （住友林業）林 敬和・栗原健志・山本洋丸
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特集： 医工学における次世代細胞・組織培養の関連技術の発展と化
学工学的アプローチ

毛髪再生医療のための細胞組織工学
ボトムアップ法によるscaffold-free培養組織の迅速形成
細胞シート工学による腹膜透析治療への展開
脱細胞化臓器鋳型を活用した灌流可能な肝組織の開発と展開
in vitro眼刺激性試験Short Time Exposure法の開発と公定化
細胞培養の連続生産とスケールアップへの化学工学的アプローチ
粒子追跡的手法を用いた細胞培養操作の解析
治療用細胞培養に求められる攪拌培養技術
治療用細胞の運命を制御するcfiCARの開発
光活性化PEG脂質を用いたヒト免疫細胞によるがん細胞傷害の1細

胞解析
臨床用ヒトiPS細胞の製造・品質管理（HLAホモ・ゲノム編集・my iPS）
実験計画法によるiPS細胞からの心臓中胚葉細胞誘導プロセスの開発
組織接着性・組織保護性を持った生体適合性降伏応力流体材料の開発

◇会員数（2025年4月末現在）
摘要
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名誉会員
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112

4,773
835
12

168
112

個人会員計 5,877名 5,900名
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名誉会員の平岡節郎先生にはお元気にお過ごしのことと

存じ上げておりましたところ，令和7年2月19日に享年

84歳の生涯を終えられたとの報に接し，誠に残念で哀悼

の情に絶えません。

平岡先生には，本学会において平成元年・2年度理事，

平成4・5年度ミキシング技術特別研究会会長，平成9・

10年度理事・東海支部長，平成4-6年度産学連携委員会

グローバルテクノロジー委員会委員長にご就任いただき，

本会並びに東海支部の発展に多大なご尽力を賜りました。

これらのご貢献に対して，平成18年3月化学工学会名

誉会員に推薦されました。

 1940年6月15日生。1968年京都大学大学院工学研
究科博士課程化学機械学専攻単位取得退学。同年京都
大学助手に就任，1969年名古屋工業大学講師に就任，
同助教授を経て，1984年同教授，2004年名古屋工業
大学定年退官，名古屋工業大学名誉教授

ご 略 歴

弔　辞

 ここに心から尊敬と感謝を捧げ，ご冥福をお祈り申し上げ，謹んで弔辞を呈します。

令和7年6月1日 公益社団法人 化学工学会
会長 永松治夫

名誉会員
平 岡 節 郎 先 生

逝く

名誉会員 平岡節郎先生 逝く 
 
弔辞 

名誉会員の平岡節郎先生にはお元気にお過ごしのことと存じ上げておりましたところ、令

和 7 年 2 月 19 日に享年 84 歳の生涯を終えられたとの報に接し、誠に残念で哀悼の情に絶

えません。 
平岡先生には、本学会において平成元年・2 年度理事、平成 4・5 年度ミキシング技術特別

研究会会長、平成 9・10 年度理事・東海支部長、平成 4～6 年度産学連携委員会グローバル

テクノロジー委員会委員長にご就任いただき、本会並びに東海支部の発展に多大なご尽力

を賜りました。 
これらのご貢献に対して、平成 18 年 3 月化学工学会名誉会員に推薦されました。 
ここに、心から尊敬と感謝を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げ、謹んで弔辞を呈します。 
 

令和 7 年 4 月 1 日 公益社団法人化学工学会 会長 永松治夫 
 
 
 

 
 
 

ご略歴 
1940 年 6 月 15 日生。1968 年京都大学大学院工学研究科博士課程化学機械学専攻単位

取得退学。同年京都大学助手に就任、1969 年名古屋工業大学講師に就任、同助教授を経

て、1984 年同教授、2004 年名古屋工業大学定年退官、名古屋工業大学名誉教授 
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